
図1　最もシンプルにゲインを決めることが
できる反転アンプ
入力に対して極性が反転した信号が出力される．
入力インピーダンスを高くできない

図2　入力インピーダンスを高くできる非反
転OPアンプ
入力と同じ極性の信号が出力される．入力電圧
の有効範囲が狭い
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同相信号除去比（          ：Common
Mode Rejection Ratio），動作入力
電圧範囲が狭いという欠点がある
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ゲインは，34倍 R1
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入力インピーダンスが高い．
この場合，    で決まる

R4

入力インピーダンスはこの抵抗で決まる．DCバ
イアス点を固定したり，オフセット電流を軽減
したりする．両電源のときは，    を省略できる
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この例だと入力インピ
ーダンスは約1kΩ

電源のデカップリングは，
OPアンプの根元で行う

計測用途には高精度
タイプ，オーディオ
用途には低雑音タイ
プなど，使いわける

出力は
反転する

オフセット電流を減ら
すには，＋端子と－端
子からグラウンドへの
抵抗値を等しくする

±両電源で使うと基準
電圧を0Vにできる
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●［基本増幅回路①］反転アンプ
　図1に示すのは，OPアンプ1個と抵抗2個で作れる
アンプです．
　出力信号の位相が入力信号と180°違うので，反転
アンプと呼ばれています．信号はマイナス端子から入
力します．入力抵抗R1と帰還抵抗R2の2本でゲイン
を決めることができます．ゲインは次式で求まります．

　増幅動作中，プラス入力端子とマイナス入力端子の
電位はほぼ0 Vなので，入力抵抗R1に電源電圧を超え
る電圧を加えても動作します．マイクのミキシング回
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R1

路（加算回路）やフォトダイオードのプリアンプ（I −V
変換回路）に利用されています．
　R1が，入力インピーダンスとゲインの両方に関係
し，おのおのを独立して決めることができないのが欠
点です．周波数帯域は，使うOPアンプICのゲイン・
バンド幅積（GBW：Gain Bandwidth）と，入力信号と
出力信号のゲインA［倍］で決まります．
●［基本増幅回路②］非反転アンプ
　図2に示すのは，プラス入力端子に信号を入れるア
ンプです．出力は入力と同相なので，非反転アンプと
呼ばれています．
　次式のとおり，ゲインは2本の抵抗で決めることが
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